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（１）以下の問に答えなさい。 

(a)   xf が n 回微分可能であるとき、  xf の ax  における有限テーラー展開は以下の式で

表現でき、この式を満たすは 10  に存在する。ただし、
  xf n

は  xf の n 階導関

数を表しているとする。 
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ここで、無限回微分可能な関数である   xexf  を考え、級数の第 4項まで(k=0から 3)を

計算し、eの値の近似値(小数点以下第 2位まで)を求めよ。また、得られた近似値に対する

誤差の最大値を、有限テーラー展開の式を用い、 3e として求めなさい。 

 

(b)  次の直交座標  yx, における積分値を、x, yを極座標  ,r で表記し、積分範囲を r 平面の

領域に変換して求めなさい。結果だけでなく計算過程を示すこと。 
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(c) 次の微分方程式を満たす関数  xy （微分方程式の一般解）を求めなさい。ただし y、 'y 、

''y はそれぞれ  xy 、その一階導関数、及び二階導関数を表しているとする。 

xeyyy  32 '''  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 
 

以下に記入すること 

（１） 

(a) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【裏面につづく】  

 

  



 
 
 

以下に記入すること 

(b) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 
 
 

以下に記入すること 

(c) 
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（２）以下の問に答えなさい。計算の過程も記すこと。 

(a) 以下の行列 Aに対して (i)～(iii) の問に答えなさい。 
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(i) Aの固有値および各固有値に対する固有ベクトルを求めなさい。 

 

(ii) Aを対角化しなさい。 

 

(iii) Anを求めなさい。ただし、nは自然数である。 

 

(b)  以下の連立 1次方程式の解 x、y、zを、逆行列を導出し求めなさい。 
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以下に記入すること 

（２） 

(a) 

(i) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【裏面につづく】  

 

  



 
 
 

以下に記入すること 

(ii) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(iii) 

  



 
 
 

以下に記入すること 

(b) 
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（３） 以下の問に答えなさい。なお、正規分布は、 (平均値)±(1.96×標準偏差) の区間に 95%の

確率密度を持つ。 

 

(a) 次の文章を読んで以下の問に答えなさい。 

 

平均値 μ、標準偏差 σの正規分布に従う確率変数 xがある。xの標本を xi（i = 1 ~ N）とす

る。xiを以下の関数 f (x) (a, bは定数) に入力して得られた観測値を yiとする。 

𝑓(𝑥) = 𝑎𝑥 + 𝑏 

 

(i) Nが十分に大きいとき、観測値 yi の平均値、標準偏差を答えなさい。 

 

(ii) μ、σは未知であるとする。観測値 yi に基づいて μの 95％信頼区間を推定しなさい。な

お、観測値 yiの平均値は Y、標準偏差は σyとする。 

 

 

(b) 人口 N 人の A 国において、ある対象への支持、不支持を問う国民投票が行われた。この

結果、支持の比率は pであった。以下の問に答えなさい。 

 

(i) 国民投票に先立って行われた世論調査では、支持の比率がpと大きく乖離していた。

世論調査の結果が国民投票の結果と大きく乖離した原因として、サンプル数に起因す

るもの、標本の選択方法にかかわるものが考えられる。①サンプル数、②標本の選択

方法がそれぞれどのように推計結果の正確さに影響するか簡潔に説明しなさい。 

 

(ii) 事前調査の結果から p を推計するとき、その 95%信頼区間を𝑝 ± ∆𝑝とする。 

∆𝑝 ≤ cとなる最小のサンプル数を求めなさい。cは 0以上 1未満の定数である。 

 

 

 

  

  



 
 
 

以下に記入すること 

（３） 

(a) 

(i) 
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【裏面につづく】  

 

  



 
 
 

以下に記入すること 

(b) 

(i) 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 
 
 

以下に記入すること 

(ii) 
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